
 

 

一日教育委員会（教育懇談会）あいさつ 

 

 

 一日教育委員会の開会にあたり、ごあいさつ申し上げます。一日教育委員会は

県民の皆様に教育行政についてご理解いただく機会として、また教育行政に対

するご意見を直接皆様からうかがう機会として、毎年１回開催しております。 

 

県内の各地で順番に開催しておりますが、本年度は、中北地域にお住まい、ま

たは在勤の方を対象に、甲府市内において開催することといたしました。皆様方

には、本日は、お忙しい中をご参加いただき、心から感謝申し上げます。 

 

さて昨年、元号が平成から令和に変わり、今年は新しい時代の幕開けのつもり

で私たちも意気込んでおりました。しかし新型コロナウイルス感染拡大に伴い、

学校の臨時休業が長期に及ぶ未曾有の事態からのスタートとなりました。 

 

夏休みが短くなり、楽しみにしていた行事も規模縮小など変更を余儀なく

さていますが、子どもたちは平穏な日常に戻りたいと健気に頑張っています。

保護者も、学校の先生たちも、先が見通せない不安の中で頑張っています。 

 

困難が続く時こそ、新たな希望が生まれることに期待したいと思います。お子

さんをしっかり支える保護者、そして子どもの本来持てる力を信じて指導を続

ける先生たち。懸命に生きる大人の姿に子どもたちは何かを感じるはずです。 

 

未来を託す子どもたちにまず今を生きる力と勇気を、そのための教育行政で

あると考えます。私たちは本日の意見交換をとても大切な機会と考えておりま

す。皆様が日頃から抱かれているご意見、お考えを是非ともお聞かせください。 

 

どうぞよろしくお願いいたします。 


